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参考資料

分類名〔畑・特用作物〕

照度計を用いた大豆の葉面積指数及び地上部乾物重の簡易推定

古川農業試験場

１ 取り上げた理由

本県のような寒冷地における大豆作では，生育診断項目として開花期の地上部乾物重と葉面積指

数（以降，「ＬＡＩ」とする）が報告されているが，それらを生産現場で活用するのは困難であっ

た。照度計を用いた群落外と群落内の相対照度（以降，「相対照度」とする）の対数とＬＡＩに高

い相関があることは報告されているが，その実用性等については十分検討されていない。そこで照

度計（LUX計） を用いたＬＡＩ及び乾物重の簡易推定法を検討したところ，実用性が認められたの

で参考資料とする。

２ 参考資料

１）開花期頃までの相対照度の対数とＬＡＩには高い負の相関が認められ，相対照度からＬＡＩを

推定できる（図１）。

２）開花期頃までの相対照度の対数と地上部乾物重には高い負の相関が認められ，相対照度から地

上部乾物重を推定できる（図１）。

３）ＬＡＩは5程度まで，地上部乾物重は300g/㎡程度まで推定できる（図１）。

表１ 葉面積指数と乾物重の回帰式

３ 利活用の留意点

１）本推定法は条間75㎝の場合であり，その場合は播種期，株間，畝方向に関わらず適用できる。

２）曇天日は日中を通して相対照度がおおむね安定しており，太陽高度に関わらず測定可能である

（図２）。

３）晴天日は太陽高度が低く，直達光が調査地点まで届かない時刻（日出，日没頃）であれば測定

可能である（図３）。

４）屋外の照度は刻々と変化するため，本試験では照度計を２台用いて大豆群落内と群落外で同時

に照度を測定した。使用した照度計はS社製LX2であり，図４のように照度計の受光部を棒状の機

材に固定し，測定者から離すことで測定者自身の影響を最小限にした。測定方法は機材を条間中

央部地面に置き，水平を確認した後，測定者はしゃがむなどして体を低くした状態で測定した。

（問い合わせ先：古川農業試験場水田利用部 電話0229－26－5106）

Ｘには相対照度の常用対数値が入る。Ｘ＝log｛（群落内照度/群落外照度）×100｝

回帰式は条間75㎝の場合。

乾物重（g/㎡） 葉面積指数 乾物重（g/㎡） 葉面積指数

タンレイ y=-272x+551 y=-4.51x+9.28 210～250 3～4

あやこがね y=-199x+419 y=-3.06x+6.6 180～230 3～4

ミヤギシロメ y=-182x+390 y=-3.01x+6.64 250～300 4～5

開花期適正値（参考）
品種名

回帰式

葉面積指数は単位面積（㎡）当たりの葉面積（㎡）である。

「開花期適正値」は標播における適正値。
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４ 背景となった主要な試験研究

１）研究課題名及び研究期間

水稲・大豆・麦を基幹とした大規模水田輪換技術の組立実証 平成16～18年

２）参考データ

図１ 相対照度の対数とＬＡＩ及び地上部乾物重〔平成17年〕（本葉2葉期～開花期）

３）発表論文等

ａ その他
ａ)神崎正明，関口道，千田洋，滝澤浩幸（2006）照度計を用いた大豆個体群の葉面積指数及び地
上部乾物重の推定．日本作物学会紀事 75（別2）：64-65．

ｂ)神崎正明，関口道，千田洋，滝澤浩幸，照度計を用いた大豆個体群の葉面積指数及び地上部乾
物重の簡易推定．平成19年度東北農業試験研究成果情報（作物）

ｃ)滝澤浩幸、神崎正明（2005）宮城県における主要大豆品種の乾物生産特性．東北農業研究第58
号：77-78
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○タンレイ　　△あやこがね　　×ミヤギシロメ
図中のデータは播種期：5月16日、6月1日、7月8日（ミヤギシロメはなし）、株間：20㎝、10㎝（7月8日播種のみ）、
畝方向：東西、南北（7月8日播種株間10㎝のみ）を含む。

図2　曇天日の相対照度の推移 図3　晴天日の相対照度の推移

◆群落外測定地点：直達光なし、群落内測定地点：直達光なし

△群落外測定地点：直達光あり、群落内測定地点：直達光なし

×群落外測定地点：直達光あり、群落内測定地点：直達光あり
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平成18年7月20日　標播タンレイ 平成18年9月1日　極晩播あやこがね

図４　照度計の固定機材（左）と測定風景（右）
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